







































A study of nursing experience learning in early childhood 













































































































　この記述を KH coder 3による計量テキスト分析を行い，共起ネットワーク図で客観
的に抽出し，関係の強い語同士の関連（線が太い）をみた（図１）。その結果，「教科
書」が「確認」「見る」「授業」「伝える」などの語とつながっており，「授業」は「知
識」「伝える」と結びついていた。実際の記述を探索すると「子どもの様子と教科書
115
表１．事前調査に見られる不安感（記述抜粋）
A
「子どももおらず，子どもと関わる機会もこれまであまりなかったため，保育に関し
て実感をもって生徒に伝えられることが少ないことが不安」
B
「年の離れたきょうだいもおらず，出産も子育ても経験していない私にとって未知の
世界です。幼い子供たちとの関わり方も難しいと感じ，戸惑うことも多いです。経験
の乏しい私と中高生との違いは知識の量だけです」
D
「苦手意識のある分野です。保育学の授業や教採の勉強で知識は身に付けたものの，
実践的な学習や体験は全くしていないので，生徒たちにわかりやすく興味をもっても
らえるように伝える自信がありません」
E
「乳幼児が近くにいないため，保育について不安なことが多い。自分が中・高の時に
学んだ保育についてあまり覚えていない」
図１．事前：不安記述の共起ネットワーク
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に書かれていることを確認し」という表現となっており，授業のために知識として
持っている事項を確認したい様子がうかがわれ，授業では子どもに関する教科書に書
かれた知識を教える際に，実習での体験を伝えたいと期待していることが読み取れ
た。このほかにも「乳幼児」「不安」「多い」というつながりから見られる乳幼児接触
体験の不足による不安や，「教員」「目線」「視点」「考える」から見られる，家庭科を
担当する教員としての視点で参加する意識が見られた。
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２）事前目標
　実習事前の目標では，先ほどの不安にも現れていたが，中高の教科書に記述されて
いる内容を実際に確認することや，実感のある授業にむけての期待が記述された。対
象学生は学習指導要領上では保育実習の実施がされているはずの学年であるが，子ど
もや保育士等の実際を見た経験は少なく引率時の不安も見えている（表２）。
表２．事前における実習時で確認したいこと（記述抜粋）
A
「子どもの様子と教科書に書かれている事項を確認し，自分が目で見たことからエピ
ソードを見つけて生徒にも伝えられるようにしたい」
A
「私自身が中学時代に保育実習に行ったことがないので，生徒を引率する立場で訪れ
るならという視点で見学したい」
B
「今回の実習で，不足している子どもとの触れ合いの経験を少しでも補うことができ
れば」
B
「家庭科教員としてはもちろん，子ども目線，親目線，保育士目線……様々な視点で
多角的に保育・子どもに対して考えてみたい」
C
「教員として，授業を行う際，教科書上の知識だけではなく，実習で得た技術やリア
ルな現代の子どもの姿を生徒に伝えられるようになりたい」
D
「職場に出てしまうと，子どもを授かるまでなかなか幼児と触れ合う機会はないため，
非常に貴重な経験になると思う」
E
「保育実習に行くことで，今の乳幼児の生活の様子や働いている職員の人の様子を見
たい」
３）保育の学習で中学生に学ばせたいこと・理解してほしいことについて
　「保育の学習で中高生に学ばせたい・理解してほしいことは何であると考えますか」
と尋ねたところ，子どもと社会の関わりや子どもへの接し方の指摘が多かった（表３）。
表３．保育の学習で中学生に学ばせたいこと・理解してほしいこと（記述抜粋）
AB 「子どもとはどういう存在かということを理解させたい」
A
「子どもについて理解することで，必要以上に（子どもに）イライラしない大人へ
成長させたい」
BD 「子どもへの苦手意識や戸惑いをポジティブな思いに変換させたい」
AD
「親になる大変さを感じ取り，親になる責任や子どもを育てるということについて
考えるきっかけにしたい／家族への感謝や親となる為に必要な知識や心構えを身に
付ける」
B 「子育てに適切な環境を理解し，将来のライフプランを考える機会に」
C
「将来親や子どもと関わる立場になったとき，どのように接すればよいかを子ども
のことをきちんと理解して関わることができるように」
DE 「社会全体で子どもを育てていくという意識を身に付けさせたい」
E
「幼児は小さい大人ではなく，発達段階によって出来ることやできないことがある
ことを知ってほしい」
　この記述の共起ネットワーク図（図２）で関連の強いところをみると，「親の大変
さ」「社会で育てる」「将来の子育てや親になる心構えの知識を身に付ける」「大人へ
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の成長段階にある中高生への子どもの存在への理解」「生徒の幼児苦手意識（の払拭）」
への言及が見られた。中高生に学ばせたいこととしては，“子育て” に関する事柄に
焦点が当たっていることがわかる。
図２．事前：中学生に学ばせたいこと・理解してほしいことの共起ネットワーク
⑵　実習後の記述
１）観察してわかったこと，考えたこと，授業で役立てたいこと
　実習後に表題のようにわかったことや考えた事などの質問をし，自由記述で回答を
求めた。その結果，図３に示す共起ネットワーク図が得られ，「遊びを観察して，年
長はルールを決めて友達と一緒に遊ぶが，年中・年少クラスにはみられないこと（発
達の違いの確認）」「発達段階が教科書に載っていた通りであったこと」「（年齢によっ
て）園児の自己主張が違うこと」「家庭科において，専門職として保育士・幼稚園教
諭についても触れさせたいこと」「小さい子どもとの意思疎通の難しさ」「言葉の発達
や子どものエネルギーの大きさに驚いたこと」「実習で数多くのものを得たこと」等
の記述グループが得られた。ディスカッションでも，「子どもたちの発達が教科書の
通りだった」（言葉・身体・社会性の発達）という発言も聞かれ，事前学習を行って
おいたことにより，「知識はあるが実践がない」と言っていた不安に対し，保育で教
える内容を実感としてつかみ裏付ける機会となったことがうかがわれる。また，事前
には見られなかった気づきとして，保育士・幼稚園教諭が子どもたちに接する対応が
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中高生の教員にも通じる部分があることや，専門職としての保育士・幼稚園教諭を伝
える，キャリア教育への視点（必要性）が見られた。
図３．事後：観察してわかった事等の共起ネットワーク
２）考えが変化したこと
　「実習に行って自分の考えが変わったことなどを書いてください」と尋ねた結果，
「子どもに対する思い込みや考えが変わった」という自覚がみられ，この結果は中高
生の保育実習を対象とした先行研究において中高生が幼児イメージが変化したことと
同じ傾向が大学生にもみられたことになる。裏を返せば，これまでに体験学習経験が
十分得られていなかった場合，教職課程履修生ひいては家庭科教員においても乳幼児
イメージが思い込みのままであった可能性を示している。乳幼児が意思を持った一人
の人間であり，学生たちが知識として持っていた乳幼児像よりも自立をしていること
への驚きが記述されており，発達途中で様々なことができない乳幼児イメージから
「自立能力を持つ子ども」という視点の転換が行われていた（表４）。
　また，共起ネットワーク図（図４）をみると，子どもの発達を確認できただけでは
なく，右下の円で囲った部分にみられるように，先生方の支援の仕方にも意識が配ら
れ，子どもの意思を尊重した支援・指導がなされていることへの気づきが多く出現し
ていた。この先生方の支援は，自身がこれから赴任先で生徒に指導する際の共通性に
も考えが及んでおり，保育の実習ではあるが今後の家庭科教員としての在り方像にも
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表４．実習後で考えが変化したこと（記述抜粋）
A
「どんなに小さくても一人の人間であるということ／しっかりと意思を持ち主張して
くること」
B 「先生方は，子どもたちの意思を尊重して個々に支援を行っていた」
B
「個別の丁寧な対応は，日々の観察等による信頼関係が構築できているからこそでき
ると感じた」
C
「思っていた以上に園児は言葉が話せたり，運動機能が発達していたり，大人っぽく
賢いと感じた」
C
「（自力で何とかしようとする子ばかりで）幼い頃から自立することができるのだと
知った」
D 「子どもの想像力はすさまじいものだと思った」
D 「同じ年齢のクラスの子でも身体発達に大きな個人差がある」
D 「一歳違うだけでも成長の差が大きい」
E 「子どもは一つの遊びに夢中になるんだなと思った」
図４．事後：考えが変化したことの共起ネットワーク
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影響を与えたと言える。このことは，倉持らの先行研究で現職教員に見られていた
「自分の生徒への関わり方を見直すきっかけ」をつかんだことと共通しており，教職
課程履修生でも教師視点で意識して実習を行えば，同様の学びができる効果を示して
いるといえる。
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３）保育領域を教える際に気を付けたいこと
　事後の記述として「保育領域を教える際に気を付けたいこと」を尋ねたところ，
「（子どもは）教科書通りではなく個人差があるということ」「子どもって泣くしわめ
くし，いたずらもするけどそれでこそ子ども」「子どもは小さい大人ではない」「子ど
もは成長段階によって，周りとの関わりを変化していくことを教えたい」といった記
述がなされていた。
　共起ネットワーク図（図５）を見ると，上部に位置する「個人―乳幼児―発達―段
階」グループに見られる記述として，「子どもの乳幼児期の発達の特徴を押さえるだ
けでなく個人差があるということ，子どもたちにも個性があるということ」といった
ように，個人差や子どものありのままの姿を伝えたいという傾向が見られた。また右
下に位置する「意識―経験―内容」からは，「経験なしに教えることで内容に深みが
出ない」「今回の実習の経験と指導内容を結び付けて話したり，未経験なことに関し
ては経験者からの話を聞いたりして……」と経験を重視する発言が見られ，体験の影
響の大きさを感じさせる記述が見られた。また，「この実習を活かして」など体験し
たことで自信が持てるようになったことがうかがわれた。
図５．事後：保育領域を教える際に気を付けたいことの共起ネットワーク
　その他にも，「自分が教える生徒の家庭事情などを把握して教えたい」「生徒も自分
のように実習前後で変化するに違いない」といった記述もみられ，授業作成時の配慮
や学習効果に関する言及も見られた。
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⑶　事前と事後の比較
　共起ネットワーク図を事前と事後で比較すると，事前には親や大人になるための教
科書記載の知識を伝えることや，乳幼児との接触不安，親となることや子育てへの意
識といった，「大人中心」の意識が中心であったが，事後になると，教科書の記述に
ある発達等の知識よりも，子どもという人間自体の能力への気づきが中心となり，子
どもの個人差，子どもに対する支援の仕方（子ども自身の自立心を尊重した支援）の
ように「子ども中心」の視点に変化していると言える。また，「社会全体で子どもを
育てる」といった漠然とした意識が，「キャリア教育（保育士を知ること）もしたい」
とする保育の実際を具体的に知らせる必要性への気づきへと変化していた。
表５．事前と事後の変化
事前 　 事後
乳幼児接触体験不足による不安 → 実際の発達の確認による乳幼児イメージの確立
教科書の知識の伝達（のための確認） → 発達知識だけでなく個人差や自立心への気づき
発達段階の理解，子育てとしての保育 → 子どもの自立を尊重した支援への気づき
親となるためと，社会としての子育てを
考える → キャリア教育からの保育の理解も必要
５．まとめ
⑴　実習全体を通した保育実習実施に関する考察
　本研究における実習全体の計画に対する考察としては以下のことがわかった。
・幼稚園・保育園両園の実習に参加した者は，両園の子どもの１日の過ごし方や保育
の違いが体感できていた。
・両園とも１日保育に参加したことで，子どもとの信頼関係を築くことができ，目標
としていた教科書に記述された発達について実感できていた。さらに幼稚園参加者
は全年齢児を体験したことで，同じ年齢内での個人差，年齢差を観察できただけで
なく，大人による子どもの自立や意志の尊重，年齢ごとの対応の違い，細やかな対
応の大切さをよく観察できたと指摘していた。また全年齢を見ることの良さを述べ
ていた。
・中高生の実習とは異なり，教師視点で実習に臨んだことから保育士の言葉かけの仕
方から，中高生への自分の生徒指導を想定した記述や，キャリア教育としても捉え
た記述がみられた。
・自分が現場で保育実習を引率する際について具体的にイメージでき，事前に保育
園・幼稚園の一日の様子や各年齢の子どもの映像によるイメージ形成，子どもと関
わるための技術としての手遊び・読み聞かせ・折り紙・あやとりの練習，身なりや
子どもへの接し方，非常時などの安全管理や危機管理の指導が重要であることを言
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及できていた。
⑵　今後の大学での保育実習への提案
　教職課程履修生に対する保育実習は中高で行われる保育実習とは異なり，事前に乳
幼児についての知識及びイメージ学習に加え，教師としての観察の視点を設定させ，
幼・保両園（又はこども園・支援センター等）で，保育士や保護者が大変である食事
や午睡の支援を含む１日実習を，できる限り全年齢児のクラスを体験する保育参加型
で行うのが望ましいと考えられた。
　また，子どもの様子を見るだけでなく，保育士・教諭の子どもへの支援の仕方を見
るように事前指導することが，教員としての中高生への接し方も考える糧になること
がわかった。
　最後に，検定教科書に記載されているおもちゃや遊びについて述べておきたい。お
もちゃ作成は学習指導要領にも記載があるが，園の指導方針との兼ね合いや，園児か
らは日常的な遊びをせがまれる場合があることから，おもちゃ製作・持参ありきでは
なく，日常的なあそび（手遊び，折り紙，あやとり等）ができる事前学習をした上で
園との相談が必要であると考えられた。また，園の受け入れ状況によっては，排泄・
着替え支援や食事支援もさせていただける場合もある。新学習指導要領では，抱き
方，寝かせ方，着替えの援助，読み聞かせ等が指導内容にあげられていることから，
これらの事前学習をし，園側にもただ子どもと遊んで触れ合うだけでなく，保育実習
の実践目標を明確に伝えるべきであると考えられる。今後の教職課程履修生への保育
実習は，これらを中高生に指導することを考えると，短時間の観察のみでは不十分で
あろう。大学での保育学に含まれる保育実習は，大学生が実際の子どもの様子に触れ
て知識を確認する機会とするだけでなく，引率する立場になる者のための実習とし
て，保育実習が何を学ばせる（気づかせる）効果を狙ったものかを意識させる必要が
ある。
　以上より，教職課程履修生に対する保育実習は中高で行われる保育実習とは異な
り，事前に乳幼児についての知識及びイメージ学習に加え，教師としての観察の視点
を設定させ，幼保両園（又はこども園・支援センター等）で，食事や午睡，着替え，
読み聞かせ等の支援を含む１日実習を，０歳～５歳児に行うのが望ましいと考えられ
た。また，保育学担当者が大方回答できる場合を除き，保育の学習内容で疑問を持っ
た点をあらかじめ集約し，保育士等に尋ねるなど指導内容の理解を深める方策も必要
であろう。
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